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無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

小売電気事業者さまに対する電気使用量の誤通知及び託送料金の誤請求

※３ 東京電力エナジーパートナー株式会社が定める2016年3月以前からある規制料金プランのこと。
※４ 電気使用量を電気料金プランの時間帯ごとに計量できる計量器（スマートメーターを除く）のこと。

接続送電サービス※1 誤通知 誤請求
（誤通知の内数）

標準接続送電サービス
80,390（件）

0（件）※２

時間帯別接続送電サービス 64,744（件）
約480（万円）

①2016年4月から2019年9月までの間に小売電気事業者さまとの低圧の契約を開始または
スイッチング（切替え）した（特定小売供給約款の料金プラン※3を除く）。
②従来から設置されていた計量器がスマートメーターや旧型の誘導型計量器ではなく時間帯
区分別の計量器※4だった。
③新しい契約を開始した日からスマートメーターによる計量が開始できなかった。

＜電気使用量の誤通知、託送料金の誤請求の内訳＞

＜電気使用量の誤通知、託送料金の誤請求となる３条件＞

※1 接続送電サービスとは、託送供給等約款に基づき当社と小売電気事業者さまが締結した契約種別
※2 標準接続送電サービスの電力量単価は、時間帯に関わらず一律なため、託送料金の誤請求は発生しない
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（参考）計量器の種類

スマートメーター 旧型の誘導型計量器 時間帯区分別の計量器
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（参考）時間帯別に電力量を配分する処理の誤りイメージ

時間帯区分別の計量器

24時間均等配分

正
し
い
処
理

スマートメーター
（計量前）※5

スマートメーター
（計量後）

※5 計量前とは、電力広域的運営推進機関が提供するスイッチング支援システムによりスマートメーターの設置が確認
できない場合。
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＜本事案の原因＞

 スマートメーターへの取替が間に合わない場合の取扱いについて、当社と小売電気事業者さまと
の間で締結している契約書の中で具体的に記載しているにもかかわらず、当社内の業務取扱い
（マニュアル）への反映が一部漏れており、それをチェックできなかったことによるもの。

＜再発防止対策＞

 本事案の把握以降すみやかに業務取扱い（マニュアル）を変更して新たな発生を抑止した。

 本事案を受け、同様の誤りが無いか確認するため、業務担当役員を責任者とした体制を整備
して調査等を実施する。

本事案の原因及び再発防止対策


